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　昨年度の５月に新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が、２類からインフルエ

ンザなどと同じ５類へ引き下げられ、厚生労働省ならびに文部科学省の新たな対応方針に

基づいて学校保健安全法による第二種学校感染症であるインフルエンザおよび新型コロナ

ウイルス感染症についての対応をして参りました。新年度も引き続き同様の対応をしてま

いりますのでよろしくお願いします。ただし、学校医の指導に基づき、３月２２日（春休

み）より内容を一部変更致しますので、その点も合わせてご理解の程よろしくお願い申し

上げます。（下線部が変更箇所です。） 

 

 ○インフルエンザおよび新型コロナウイルス感染症への対応について
 

・医師による診断でインフルエンザや新型コロナウイルス感染症への感染が判明した場合

 　は速やかに担任までご連絡ください。

・インフルエンザの出席停止期間は、「発症した後（発症日の翌日から）５日を経過し、

 　かつ、解熱した後２日を経過するまで」です。

・新型コロナウイルス感染症の出席停止期間は、「発症した後（発症日の翌日から）５日

 　を経過し、かつ、症状軽快後１日を経過するまで」です。

・治癒後の登校の際の「インフルエンザ罹患証明書」または「新型コロナウイルス罹患証

　明書」の提出をもって、上記期間を「出席停止」扱いとします。「罹患証明書」の提出

 　がない場合は欠席扱いとなります。

 （いずれの「罹患証明書」も本校ＨＰからダウンロードできます。） 

 

 【変更点】
 

・（新型コロナウイルス感染症の）発症日の翌日から１０日目までは、ウイルス排出の可

　能性があるため、『不織布マスクの着用』および『体育実技・体育系部活動は見学』と

 　します。

　　　　　                          

⇒

 

・（新型コロナウイルス感染症の）発症日の翌日から１０日目までは、ウイルス排出の可

　能性があるため、不織布マスクを着用するなどして、周りの方へうつさないように配慮

　してください。 

 

○その他の学校感染症について（「学校保健安全法」施行規則第１８条による） 
 

・インフルエンザや新型コロナウイルス感染症以外にも、学校保健法で第一種・第二種に

　分類される感染症についても出席停止となります。第三種は感染症の種類により、出席

　停止となる場合と欠席扱いとなる場合があります。このような感染症と診断された場合

　も速やかに担任までご連絡ください。なお、出席停止となる感染症に感染した場合は、

　治癒後の登校の際の「治癒証明書」の提出をもって、「出席停止」扱いとします。 

 （「治癒証明書」は本校ＨＰからダウンロードできます。） 


